
 
 

 

通学合宿の取り組みについて 

～地域に求められる子育て支援は？～ 
 

朝倉市 立石コミュニティ協議会【コミュニティセンター】        

   事務局長 川端 恵美子 

 

 

１．事業名 

  立石地区通学合宿事業 

２．事業目的 

  ・長期間、共同生活を送ることを通して、生活する技能や自立心を高めます。 

  ・自分を見つめ直したり、人とのよりよい関わり合い方、あるいは、家庭や家族 

の大切さに気づいたりする機会とします。またそのことにより協調性を育みま 

す。 

・様々な方に関わっていただくことにより、子どもたちと地域の方々との結びつき 

を強めます。また、地域の方々の青少年育成への関心を高めます。 

３．事業の実施主体 

  立石地区通学合宿実行委員会 

４．連携・協力機関・団体等 

  立石コミュニティ協議会・青少年育成部会・立石地区青少年育成協議会 

  立石小学校ＰＴＡ・ひまわり会・おはなしの会あおむし・地域ボランティア 

  朝倉市教育委員会生涯学習課・公益財団法人永野青少年育成基金財団 

５．事業予算 

  （収入） 

参加費１０万円(４千円×２５名)、永野財団青少年育成事業補助金９万円、朝倉市

青少年育成市民会議補助金１万円、市コミュニティ補助金２万円 合計２２万円 

  （支出） 

食費９万円、雑役務費１万円(お礼状切手代)、消耗品費２万円、使用料及び賃借料

９万円(レンタル布団５万円・入浴料３.５万円他)、教材費１万円 合計２２万円 

６．実施に至る経緯 

平成２１年福岡県北筑後教育事務所より「通学合宿委託事業をしませんか。」との 

お誘いを受け、実行委員会を立ち上げ基本計画を作成し諸団体に協力要請をした。 

  その後、毎年全学年から１８～３２名の児童を受け入れ８日間の事業を実施している。 

７．プログラム作成の視点 

  当地域では、小学生の２５％がひとり親家庭という現状から、子どもたちの生活技 

能の向上は、昨今話題になっている、「子ども食堂」事業にも通じるものがあるとし 

て、地域を巻き込んでの子育て支援事業としている。 



異年齢集団による、生活体験の重要性から、全学年(１～６年生)より参加者を募集 

し、生活習慣が定着する８日間の実施としている。 

もらい湯を実施することによって、地域の方々との結びつきを強め、多くの目で子 

どもたちを見守る活動への発展を促進する。 

８．事業内容(別紙「２８通学合宿の手引きスタッフ用」参照) 

  ３７名の応募があり抽選で２５名を決定し、事前説明会を開催。その後１名の辞退 

があり、２４名で５月２２日(日)から２９日(日)までの７泊８日で実施。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

   

 

 

 

 

ひまわり会さんによる夕食指導 

開会式 

６年生企画の遠足「平塚川添遺跡公園」へＧｏ！ 

一斉学習指導 そうじ指導 

 

集団登校 

 

朝食のお買物 

 

就寝準備 

 

自由時間(外遊び) 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．事業の成果 

  右の平成２７年度調査結果からもわかるように、 

参加者たちの参加後の「やる気」成長は目覚まし  

く、中学校や高校に進学後の学力・部活での活躍 

は素晴らしいものがある。 

事業開始から８年が経過し、来年第１回目の参 

加者が大学生へと成長している、このＯＢたちに 

スタッフとして、この事業に参加してもらうべく 

３月にＯＢ会を企画している。やっと事業の地域 

循環ができつつある。  

 

10．今後の課題 

  若いボランティアスタッフの育成や、学校との連携(コミュニティスクールの観点) 

予算の確保・職員の勤務体制など多くの課題を抱えている。 

 

問い合わせ先 

  〒838-0064 朝倉市頓田２０５番地 1  朝倉市立石コミュニティセンター 

  TEL/FAX 0946-22-2101       Mail：tateisi-com@city.asakura.lg.jp  
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